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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

 
売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度  ： 無 
における認識の方法との相違の有無 

 

２．平成１７年３月期第１四半期業績の概況（平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日） 

 (１) 売上高             （百万円未満は切捨て表示しております。） 

 

１７年３月期第１四半期 

１６年３月期第１四半期 

百万円    ％ 

1,563    （26.7） 

1,233    （ － ） 

（参考）１６年３月期 13,719    （23.8） 

 
(注)１． 売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
２． 前年第１四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期の増減
率については記載しておりません。 

３． （参考）１６年３月期のパーセント表示は、１５年３月期比増減率であります。 
 

 ［売上高又は売上高に相当する事項に関する補足説明］ 

当該四半期につきましては、期初予想通り、売上高は昨年に比較して順調に推移すること

ができました。 

 

不動産事業においては、戸建住宅販売が前期同様順調に推移したことに加えて、投資物件

の販売、また、デューデリジェンス業務、不動産投資ファンド関連業務による手数料収入等

により１，１８０百万円の売上となりました。 

液晶事業においては、モジュール検討会社等への試作品販売等により、１７５百万円の売

上となりました。サムソンＳＤＩ社とのＬＣＤ共同開発は完了し、量産は今期（５月）から

開始しました。今後、ロイヤリティ収入として売上に寄与する予定です。 

環境事業においては、屋上緑化工事の完成、環境資材の販売により２０８百万円の売上と

なりました。 
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 (２) 当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

     該当事項はありません。 

 

３．平成１７年３月期の連結業績予想（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

 
予 想 売 上 高 予想経常利益 予想当期純利益 

１ 株 当 た り 

予想当期純利益 

 

中間期 

通 期 

百万円 

6,000 

17,000 

百万円 

50 

1,700 

百万円 

30 

700 

円  銭 

 

6  12 

 

 ［業績予想に関する定性的情報等］ 

業績予想につきましては、不動産ファンドの運用状況および戸建住宅販売等も良好である

事など、計画通り順調に推移していることから、当初予想に変更はありません。 

 

 

※業績予想につきましては発表日現在のデータに基づき作成したものであり、予想につきまして

は様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があ

ります。 

 

以  上 


